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資源循環ビジネスとカーボンニュートラルについて

3月4日 省エネルギー推進シンポジウム2025

～カーボンニュートラルに向けた取組みとは～



本日のプログラム

加山興業について

KAYAMAサステナビリティ戦略

具体的な取り組み事例

ありたい姿に向けて強化していること
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加山興業について



会社概要

各団体への参加

認証の取得を

積極的に

行っています
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KAYAMAサステナビリティ戦略





KAYAMAサステナビリティ領域における戦略的重要課題
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カーボンニュートラルに向けた取り組み事例



戦略的重要課題とありたい姿

FUTURE VISION -将来像-

「クリーンな日常を世界に」

社会創造への貢献

HIGHLIGHTS -63期の主な実績-

・EV車営業車の一部導入

・再エネ調達の100%の達成と維持

FUTURE PLAN -今後の計画-

・大学機関と連携した脱炭素トランジション戦略の策定

・ステークホルダーへ脱炭素対策の働きかけ



具体的なカーボンニュートラルに向けた取り組み

項目 内容

STEP1

現状把握
GHGプロトコルに基づいた排出量の可視化

STEP2

目標設定
再エネ100やSBT認定等

STEP3

削減の取り組み
外部から期待されている水準を参照して目標設定

STEP4

情報開示
サステナビリティ報告書の発行



STEP1 当社の現在のスコープカテゴリ別排出割合

焼却処理による

二酸化炭素の排出

お客様が固形燃料RPFを

使用した際に発生する

二酸化炭素の排出



STEP2 外部から期待されている水準を参照して目標を設定



STEP3 地球にやさしい選択（当社の脱炭素対策）

スコープ１

スコープ３

スコープ１

焼却炉のエネルギーの、灯油から都市ガスへの切り替え（約10%のCO2排出量削減効果）

重機における、軽油からGLT燃料への切り替え（約8.5%のCO2排出量削減効果）

バッテリー型のフォークリフト・EV自動車の電化推進

焼却炉における熱回収の推進（バイナリー発電の導入）

スコープ２

再生可能エネルギー環境価値の利用（CO2排出量0tの達成維持）

調達した電力の再生可能エネルギー率100%を達成

自社社屋での太陽光発電システム導入

スコープ３

取引先・地域・業界団体への取り組み共有、再生可能エネルギー環境価値の提案

社外へ環境教育を推進

グリーン購入の推進

テレワークの推進によるCO2排出量削減

顧客から預かった廃棄物に対するリサイクル率の促進

カーボンニュートラルに資するプロジェクトへの投資

▼EV自動車の導入

▼自社社屋の太陽光発電



STEP4 情報開示

サステナビリティ報告書の発刊

全42ページ 全86ページ 全100ページ

自社の重要課題と各重要課題に
対する目標と具体的な取り組みを
レポーティングすることを始める

前期より大幅にアップデート！
GRI対照表を具体的に参照した形で

より詳細な開示を開始

前期のサスティナビリティ
レポートから

さらにアップデート！

→毎月のエネルギー使用量の把握、整理を実施
→ステークホルダーとの脱炭素のコミュニケーション向上に役立つ



処理フローごとに二酸化炭素排出量を開示

排出量の開示と削減努力により、取引拡大や新規取引の獲得に！

各処理フローにおける1単位あたりの二酸化炭素排出量と削減に成功した量
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ありたい姿に向けて強化していること



脱炭素対策における目標と足元課題への対応策について

目標に対する足元課題 今後の対策 今後の目標

スコープ

１

・焼却時の二酸化炭素の
回収・リサイクル等
先進的な技術

・より排出係数の
低い燃料の導入

・情報収集と積極的な
産学官連携への参加

・新技術を導入するため
の資金調達

・焼却処理による
非エネルギー起源の
二酸化炭素排出量削減

・エネルギー起源の
排出量の更なる削減

スコープ

2 ・電力価格の不安定化 ・自家消費の拡大

・二酸化炭素排出量
ゼロの維持

・再エネ100％の
調達を継続

スコープ

3

・カテゴリー11は
エンドユーザーが固形
燃料を利用した際に
発生する二酸化炭素排出量

・カテゴリー1は廃棄物の
収集運搬の協力会社。
企業によって取り組み
状況に温度差がある

・環境や人権に配慮した
投資活動

・取引先や協力会社へ
脱炭素対策の働きかけ

・スコープ3の
全体的な削減

イノベーションに期待しながらも

取り組むことができるところから

取り組んでいく方針



スコープ全体の対策（名古屋大学と連携して脱炭素移行計画を策定中）

脱炭素において学術的な側面からの知見を豊富に有する大学機関との連携

顧客から預かった廃棄物の焼却に伴う

二酸化炭素抑制方法（スコープ1）について模索中

固形燃料製造事業に依存しすぎないビジネスモデル

構築に向けて模索中（スコープ3カテゴリー11）



高度なリサイクル技術の導入（AI画像認識システムを活用したロボティクスの導入)

2025年3月に導入予定

焼却を回避して廃棄物をリサイクルルートに回すことで

資源循環と脱炭素と事業の収益性を両立させる



未来の脱炭素と資源循環の両立を実現（太陽光パネルリサイクル事業）

一方で、廃棄量は増加傾向にある

太陽光パネルのリサイクル設備を導入！

アルミ再生

グラスウールなど

銀・銅

【廃棄に関するさまざまな懸念】

・不法投棄

・有害物質の流出

・最終処分場の逼迫など…

※環境省「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」, 2018, P11

太陽光パネルの

寿命は約25年！
※



紙おむつリサイクルプロジェクトの開始

2024年12月18日に

実証実験を実施【背景】高齢化により、今後排出量の増加が見込まれている

焼却に伴うエネルギー消費量や、CO2排出量の削減
各資源化素材の再利用による循環型経済社会構築への貢献
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